
 薬物乱用による心身への悪影響
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 脳への影響

← 神経細胞が破壊されて

脳が縮んだ状態。

脳の機能

見る，聞く，触る，味わう，嗅ぐ，考える，

判断する，話す，感じる，運動する，

心臓を動かす，呼吸する・・・

厚生労働省「薬物乱用読本」より

→ 機能の破壊
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具体的な悪影響①

厚生労働省「薬物乱用読本」より
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具体的な悪影響②

厚生労働省「薬物乱用読本」より



4

 具体的な悪影響 ③

厚生労働省「薬物乱用読本」より

⇒ 薬物は 「依存性」 が極めて強い
前回と同じ量では

足りなくなる
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 具体的な悪影響 ④

厚生労働省「薬物乱用読本」より

⇒ 薬物乱用をやめても，フラッシュバックが起こる

ささいなストレス，睡眠不足，疲労，飲酒などをきっかけに，

突然，幻覚や妄想などが起きる 「フラッシュバック」（再燃） が

起こることがある。



 薬物乱用による社会への悪影響

6厚生労働省「薬物乱用読本」より

薬物を使用して車を運転し，誰か

に追われている妄想に取りつか

れ，歩行者をはねた。

（２０１２年，大阪）

危険ドラッグを使用し，隣人の

女性宅に侵入し，顔・両腕など

を切りつけ，ケガを負わせた。

（２０１４年，東京）

高校2年生と中学 3 年生の姉妹

は，知人の男性（22歳）から覚醒

剤 を購入 し，友人 の中学 3年

生に密売し，自分でも乱用して

いた。 （2000年， 神奈川 ）

覚せい剤取締法違反（所持）で

逮捕した無職の男（42歳）は，覚

醒剤を買うために連続してひっ

たくりを行っていた。

（2012年 東京 ）

⇒ 薬物乱用は，周りの人にも危害を及ぼす！

交通事故 傷害事件

密売事件 窃 盗
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 乱用される薬物の種類と分類

【脳を興奮させるタイプ】

覚醒剤（かくせいざい）

コカイン

MDMA（合成麻薬）

【脳をまひさせるタイプ】

ヘロイン（あへん系麻薬）

シンナー（有機溶剤）

向精神薬

【幻覚・幻聴を起こすタイプ】

大麻（マリファナ）

LSD

MDMA（合成麻薬）

（NO DRUG FUKUOKAのサイト参照）
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